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世界の主要空港の SID の最初の部分について 

 

１． はじめに 

日乗連ニュース NO. 39-25 で SID の最初の部分をどう設定するべきか問題提起しました。

それに引き続き世界の主要空港の SID の最初の部分を紹介します。CA または CF を使って

いる国が圧倒的に多いことにご留意ください。 

 

２．パリ・シャルルドゴール空港では全て CF から始まる 

 SID の下の方の括弧内には、Simultaneous Departures“Track strictly the specified RDL on the 

initial climb segment of the SID”「平行滑走路の同時離陸では CF で示す経路を厳密に守れ」

という記述があります。 
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３．ホンコンでは全て CF（Course to Fix）から始まる 

  Rwy 07L については、最初の右旋回に条件が 2 つ付いていますので、CF に続いて FA と

いう設定になっています。 

 

 

 

４．タイでは CF で始まっている 

タイの Suvamobhumi 空港の RNAV SID チャートでは、字は小さいですが CF と明記して

あります。 
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５．コペンハーゲン空港の SID 一部 

 “Track Extended centerline to 1700FT”と CA で始まっています。 

 

 

 

６．ローマ Fumichino 空港の SID 

 この空港の SID のほとんどは、“After take-off proceed on TR 341°”のように Track を維

持する形で書かれてます。面白いことに、SOSAK 5D の記述では“After take-off maintain 

RWY heading up to 1 NM OST DME (MCA 410ft ) ”とありますが、表の方は CA となってい

ます。ミラノ Malpensa 空港でも最初に CA を用いて SID が書かれてます。 
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７．ロンドン Heathrow 空港の SID 

  最新の AIP を見ても EGLL には RNAV SID は見つかりませんでした。コピーしました

SID はずっと以前からほぼ同じ表現であったように記憶しています。“Climb straight ahead 

to LON D2.”のように滑走路中心線延長を飛ぶことを求めています。WARNING として“No 

turns below 583 QNH (500 QFE)”という記述もあり、FMS Coding は CA に続いて CF と設定

されると推定されます。 
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８．韓国 Seoul Incheon 空港の CF 

 インチョン空港の北向きの SID の一部をコピーしました。滑走路 4 本の磁方位はすべて

333°です。Rwy 33L/R の SID の表の一部です。Rwy 33R では滑走路中心線延長上を飛ぶ

設定であり、Rwy 33L では同じ SI750 に向かうため 2°右の Course となっています。 

 

 

 

西側にある Rwy 34 の SID の表です。最初の行は CF で 318°と滑走路磁方位より 15°

左で、Speed は 240kt 以下、その右には Bank Angle 20°という Remarks が付いています。 

Course が左に 15°変えてあるのは Rwy 33L/R のいずれかとの同時離陸を、特別な監視シ

ステムなしで、実施するためと思われます。 
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９．米国は VA (Heading to Altitude) が多い 

 Chicago O’Hare のように SID というものの、最初の Heading、レーダー誘導の目標と別

途指示がなければ維持するべき高度 (Top Altitude) だけのものもありますが、経路を示し

た例としてボストン・ローガン空港の RNAV SID チャートの一部をコピーしました。 

“Climb on heading 036°to 520, then direct NHANT”  

“Climb on heading 151°to intercept course 132°to FOXXX”のように最初は全て Heading 

で書かれており FMS Coding は VA が使われています。   
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10. 中国でも大部分は VA で始まっている 

 AIP China 北京空港の一部をコピーしました。中国の SID も大部分は VA で始まって   

います。 
 

 

 

しかし中国でも CF / CA がいくつか使われています。 

ZSSS Shanghai Hongquia Rwy 36 で最近設定された SID は 

(CF) SS025 で始まっています。 

ZGGG Guangzhou Biyun Rwy 01 では 

(CF) GG411, (CF) GG418 

同 Rwy 19 では 

(CA) 196° 135m,  (CF) GG512  

ZSHC Hangzhou Xiaosha では Rwy 24 では、 

(CF) HC005,   (CF) HC008 

の如くです。 

 

11. 結論 

 各国の SID の記述および Path Descriptor (FMS Coding) を見たところ、SID の最初は、

Heading ではなく、記述および Coding ともに滑走路中心線延長を飛ぶことを定めている

国が大部分であると言えます。横風の修正、騒音問題と平行滑走路同時離陸の全てにおい

て、VA と比べ、CA/CF がより良い設定だと思われます。 

                               （以上） 
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